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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜外来情報＞

・古舘　ヨリ様～今朝、アイスを摂取してから下痢便が4回続いている為、下痢止め希望される。腹痛や嘔気、嘔吐はないとの事。下痢止め3日分処方している。

・8月14日、15日外来休診となっている。

＜新患情報＞

・澤田　ちえ子様（52）　8月10日（月）　11：30来院、12：30診察予定　川端Dr
　八戸市にて同胞3名、第2子、次女として出生。H27.5月まで宮城県にて生活をしていた。

H27.3月、不安感・不眠の症状出現し、宮城県内の病院を受診し“うつ病”と診断を受け薬物治療開始。H27.5月下旬に八戸市へ帰省。現在時折仕事中の動悸、神経質になると声が出しづらくなるといった症状がある。今回八戸市へ転居した事から当院への受診希望あり。

1日2回服用するものを1日1回の服用に留める等して居たとの事。残薬は殆ど無い為、早めの受診希望あり。

・水梨　政幸様（79）　8月12日（水）　10：30来院、12：00診察予定　川端Dr

現在、南部町にて単身生活中。数年前より物忘れが見られていたが、妻の援助により生活が成り立っていた。H27年4月に脳梗塞で八戸赤十字病院へ救急搬送され、入院。その後、リハビリテーション目的で、H27年5月に南部町医療センターへ転院。退院後も、体調不良を訴え、何度か入退院を繰り返していた。H27年7月、妻が南部町医療センターへ入院(現在は日赤病院入院中)となり、本人が独居となった。生活援助が必要な為、ヘルパーが家事援助を施行。歩行不安定で、何度も転倒している様子が見られていた。物忘れは本人も自覚があり、「忘れるんだよ～」等と話しており、昨日話した内容を覚えていない、物の置き場所が分からない等の症状が認められた。自宅が乱雑となっており、ケアマネとヘルパーが援助し自宅を整理した事があったが、1週間後には自宅内の家電が破損している程散らかっている様子があった。妻が入院後より、食事摂取量が低下し、水分摂取もままならず、H27.7.25具合が悪いと訴え、南部町医療センターを受診。総合病院へ救急搬送の必要性があり、そのまま八戸市立市民病院へ救急搬送となり、同日入院。熱中症、急性腎不全と診断され治療を行っていた。H27.7.28南部町医療センターへ転院となり、入院加療を継続。入院中、些細な事で易怒的となる事や、「猫が見える」「家に帰る」と騒ぎ、職員が制止しようとすると強く抵抗する事が続いていた。また、「俺は世界で2番目のヤクザだ」と訴える事があった(昔ヤクザをしていた時期があった)。深夜帯に粗暴的になる事が多く、職員の髪の毛を引っ張る、殴る、蹴る等の暴力行為が著しく、H27.8.3南部町医療センターを退院。しかし、現在も食欲低下が持続しており、エンシュアリキッド(5～6本/日)を摂取していたが、吐気があり現在は摂取量が更に低下。南部町医療センターと保健師側では、またすぐに具合が悪くなる事が予想されるが、同院では対応が困難であった事から、保健師が専門医の受診を検討し、当センターへ相談に至る。

＜カウンセリング報告＞

・相馬　麻美様～＜どうでしたか＞という問いに、初めて自ら答える。友人や職場の人と外に出る機会がいつもより多く、“良いな”という感覚ですごしていたが、「母の一言で全てが台無しになる」と話している。しかし、＜何といわれたのか＞と尋ねられても、「覚えていない」と答える事が出来ない。やりとりを聞くと、「やっぱり○○なのかと思って」と、主観的な考えから始まっている事が多く、そのことを伝えると、「そうなんですかね…」と。母に対して「あきらめている」と何度も話しているが、なぜ「やっぱり母は」という話題になるのかということを取り上げる。＜諦めているといっても諦めていないから、この場に話題としてあがるのでは？＞と問われると、涙を流して「そうなのかもしれない」と。

・佐藤奈々恵様～退院すると、母が家を出ていた。自分も三沢に居たため、母とは会っていないという。“人との距離感”という話題になる。教会の人とは上手く距離を保つことが出来ているという。しかし、母や恋人、夫という近しい存在との人間関係が上手くいかないことを振り返り、話は中学生の友人関係まで遡る。感情の出し方についても、＜爆発的な印象がある＞と伝えると、「そうなんです。自分でも何とかしたいんですけど。」と自覚はある様子。今後、“自分のために”感情のコントロールや出し方について学んでいきたいと話し、それを目標として共有する。

・七崎　之利様～“疲労感が強い”と話し、暑さのせいもあったかもしれないと言う。仕事に関しては、教授とのやりとりで精神的な疲労が強かったことを振り返る。「仕事は家ではやらないんですけど、最近前に戻ってきてて、やらないのに仕事を持って帰ってくる」と話している。知らないことに対しての自動思考が「まずい」であり、知らないことを埋めようと努力してしまうところもぶり返しているという。今後は「ま、いっか」や「ふーん」と思って流す、諦めることを“努力して”やっていくことを目標とする。早速、「もう、これも治療だとおもっておいていきます」と持ち歩いていた仕事の資料をCPに渡している。

・山野下恵子様～仕事は順調に行えている。頭痛があったが、最後までがんばる事が出来た。お盆が近づいてきたこともあり、嫁いだ姉が帰ってくるという。しかし、「お姉ちゃんに会いたくない」と話し、姉には馬鹿にされているような感じがするからと理由を話している。「なぜ、家にいてまで気をつかわなければならないのか」、「何も話してくれないから気まずい」等と理由を大きな声で話し、涙を流している。「過去のトラウマかもしれない」と過去にいじめられていたことなどが原因なのかと考えている。姉のことを考えると胸がざわざわするとのことで、「不安だ」と話している。

